
本紙でも度々ご紹介して
きた「かややね会議」。村
外の白川村サポーターとも
言える多様なメンバーや村
民が緩く繋がりながら、毎
年11月に開催される茅刈り
イベント当日の運営サポー
トや、二日目の企画を考え
てきました。同会議から誕
生した、茅刈りに参加する
ともらえる、「茅刈りバッジ」はリピーターを、「茅刈り手ぬぐい」は村の暮らしを体
験したいというファンを増やしました。昨年からは「村の自然環境の保全」に目的を更
新し、ゲストスピーカーの方には、村の自然や、自然と合掌造りとの関わりについて、
お話いただきました。

8月5日（月）夜、本年度最初の「かややね会議」では、教育委員会の尾崎達也氏によ
る、村の近況報告のコーナー「白川村だより」からスタート。デジタルヘリテージセン
ターの紹介や、最近の村の気候や夏の風物詩ともなっている二十歳を祝う会が話題に。
続いて、学生時代に茅葺きの近現代史を研究された久保田泰世氏（株式会社アラウンド
アーキテクチャー）をゲストに迎え、研究調査対象である茨城県旧八郷町（現石岡市）
の事例や、近現代における茅葺きの変容などについて、お話を伺いました。
元々多くの茅葺き民家があった旧八郷町。屋根材には小麦やススキが使われていて、

大正時代につくられた法人組織が茅場の管理、運営を行い、茅の流通を担ってきたそう
ですが、高度経済成長期以降は生活様式の変化等により茅葺き民家が急速に減少。その
後、文化財として保護されるようになります。現在は『やさと茅葺屋根保存会』の会員
や学生ボランティアが中心となり茅刈りを行ったり、お隣つくば市の研究機関の方が保
存に関わったり、こどもたちが茅場で遊んでいたり。職人だけでなく多くのサポーター
の存在が屋根を守り、地域を盛り上げていて、最近は茅葺き民家を若者が購入、活用し
ていく動きもあるそうです。また、茅葺職人の育成にも力を入れていて、地域おこし協
力隊の方が職人を目指して移住し、頑張っているとのこと。
「茅葺き屋根は、茅の採取も含めて手間暇がかかるけれど、自分たちの手で屋根を守

ることは『豊かな経験』で、その過程で生まれるコミュニティも含めてエンターテイン
メントであることを、もっと発信していきたい。古いから残すのではなく、いかに現代
的な価値を創造していくか、守る＝デザインだと思う。」という久保田さんの言葉が印
象的でした。会の最後には、参加者同士で感想や情報を共有。白川村との共通点や相違
点を感じ、改めて自分たちの地域のことを考えるきっかけになりました。そして何より

守る会ホームページ http://shirakawa-go.com/~ogimachi/

白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和6年8月号

「かややね会議」村民も学べる場へ
〜他地域の茅葺き文化に触れ、白川村を考える〜



7月の活動報告 ※9月の定例会は10日(火)を予定（公民館和室にて）
1日 センガイワ倉庫水路掃除（有志） 10日 ねそ7月号発行（総務部）

6日 オオハンゴンソウ除去作業（一般環境部） 23日 荻町構想計画会議

8日 拡大役員会 （区長・副区長・役員・財団・教育委）

8日 定例会 随時 旧寺口家草刈り（福田）

8月の協議事項（現状変更申請に関わって） 8月7日開催

白川村観光振興課･･･公衆トイレ誘導看板の設置 ＊＊＊＊･･･倉庫裏石積
＊＊＊＊･･･風呂窓枠変更 ＊＊＊＊･･･2棟の倉庫解体・撤去
＊＊＊＊･･･看板の設置 ＊＊＊＊･･･側溝蓋取替・壁塗装

ゴミ問題等に関する発展会からのお願い ～「きれいな白川郷」を守るために～
①観光事業者は、ポイ捨てに繋がるゴミが生じないよう努力しましょう。
②店舗等周辺のゴミ拾いを積極的に行いましょう。
③観光客からゴミ処分の申し出があった際は、他店舗のゴミであっても“お互い様”の精神

で快く引き取りましょう。
④タバコのポイ捨てによる火災がないよう見かけたら注意しましょう。

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

日程：11月20日（水）～21日（木）
1泊2日

対象：荻町区民（定員20名）
＊申込者多数の場合は抽選
＊自己負担金1万5千円を予定

申込：合掌財団（担当：山田・原）まで
お電話（6-3111）
または
QRコードから
＊お申込みは8月31日（土）まで
＊定員に満たない場合は延長

金沢市役所にて「オーバーツーリズム」「景観保全と活用」「空き家活用」をテーマ
とした講義・意見交換の後、まちなかを視察。また、南砺市井波で空き家活用を通し
て持続可能なまちづくりに挑んでいる「アキヤラボ」を訪問し、空き家活用の事例を
学びます。この機会に是非、ふるってご参加ください。

令和6年度 自治保存会育成事業（視察研修）のお知らせ
加賀百万石の歴史を知り、今を学ぶ！

われらが紡ぐ白川郷かややねプロジェクト―秋の一斉茅刈り―
11月2日（土）に決定！かややね会議のメンバーにも会える！！

詳細は、改めて本紙（10月号を予定）にてご案内いたします。

参加者それぞれの専門分野や経験、興味関心そのものが、聞く者にとっての学びにな
るなと感じました。
「かややね会議」はどなたでもご参加いただけます。興味のある方は、守る会役員

または教育委員会（尾崎）まで、お気軽にお問合わせください。
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